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　来年の参院選をたたかう日本
共産党の比例予定候補7氏が、
都内で新春街頭演説を行い決意
表明しました。小池晃書記局長
は、「市民と野党の〝本気の共闘〟
を発展させ、自民、公明などを
少数に追いこもう」と訴えました。

　飛行再開を容認し、辺野古に新基地をつくり危険を拡大しよう
とする安倍政権。名護市民とオール沖縄の力で新基地建設断念
のきびしい審判を下すことが必要です。

　沖縄・米海兵隊普天間基地に所属する米軍機のあいつぐ事故。
住民の命とくらしを守るには、全航空機を飛行停止するとともに、
普天間基地を無条件撤去するしかありません。
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聴衆の声援に応える（左から）仁比そうへい、山下よしき、井上さとし、小池晃、しいば寿幸、梅村さえこ、紙智子の各予定候補＝1月9日、東京・新宿駅西口

事故現場にかけつけ警察から話を聞く日本共産党の赤嶺政賢衆院議員（中央）と伊盛幸子うるま市議（左端）
＝1月6日、沖縄県・伊計島
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